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本日の例会

次回５月１９日の予告

RC ソング「君が代」「奉仕の理想」

４月２８日の記録

出席報告

　全会員数　２９名　　　　  本日の出席者　２３名

　出席免除者４名( 出席 3 名) 　本日の欠席者　　５名

　出席率 8 2 . 1 4％　　　　4 月 7 日の修正出席率 1 00％⑨

2014-2015 年度　国際ロータリーのテーマ

第2640 地区ガバナー 辻　秀和

          ＲＩ会長　　ゲイリー C. K. ホァン

ﾛｰﾀﾘｰに輝きを
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　　　 E-ﾒｰﾙ s.eastrc@peach.ocn.ne.jp

 　　　http://s-erc.com/

2 0 1 4 ～ 1 5 年度　会長　小寺　政信

副会長　中村　清嗣

幹事　高松　慶暢

記録会報委員長　藤田　隆生

「 四つのテスト」　
言行はこれに照らしてから

１．真実かどうか　

２．みんなに公平か　

３．好意と友情を深めるか　

４．みんなのためになるかどうか

卓　話【 からだに いいこと 】

吉　村　会員

卓　話【 墓マイラー 】

吉　澤　会員

お客様紹介 　本日はいらっしゃいません

　　　　　　　「堺東ロータリーの詩」ＲＣソング

●５月のお祝い●

　＜会員誕生日＞

　　上松瀬　会員

　＜配偶者誕生日＞

　　高　橋　様

　＜結婚記念日＞

　　奥　野　会員　　　松　永　会員

　　宮　園　会員　　　寺　山　会員

　＜創業記念日＞

　　城　戸　会員

　＜入会記念日＞

　三重野会員／H5年5月18日(満22年・皆出席13回）

＜亡き配偶者ご命日＞

　北　野　様
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高　松　幹事幹事報告

委員長報告

■社会奉仕委員会／今　野　委員長■

にこにこ箱ＳＡＡ報告

小寺会長／上松瀬会員、本日の卓話、楽しみに

　　しています。

吉澤会長ｴﾚｸﾄ／上松瀬会員、卓話、楽しみにし

　　ています。

中村副会長／上松瀬会員、卓話、ご苦労様です。

高松幹事／上松瀬会員の卓話を楽しみにしてい

　　ます。

　　皆様、GW 楽しんで下さい。

江口会員／上松瀬会員の卓話、楽しみです。

市平会員／上松瀬会員の卓話、楽しみです。

今野会員／上松瀬会員の卓話、期待しています。

城戸会員／本日の卓話、橋本会員の都合により

　　急遽、上松瀬会員にお願いしました。本当

　　に有難うございます。どうか宜しくお願い

　　致します。

上松瀬会員／今日は橋本会員の替わりに卓話を

　　させて頂きます。宜しくお願い致します。

北野会員／上松瀬会員さん、卓話、楽しみにし

　　てい居ります。

■青少年奉仕委員会／松永　典子 委員長■

①入会金および ②会費 ③ﾋﾞｼﾞﾀｰﾌｨｰについての

　情報交換

（堺RC 以外の会費は分担金含まず）

　堺RC／①20万円 ②40 万円 ③4,500 円

　堺南RC／①15 万円 ②38 万円 ③4,500 円

　堺東南RC ／①5 万円 ②30 万円 ③3,000 円

　堺東RC／①10 万円 ②31 万円 ③3,000 円

　堺北RC／①10 万円 ②26 万円 ③2,000 円

　堺おおいずみRC／①5万円 ②25万円 ③2,500円

　堺泉ヶ丘RC／①5万円 ②29 万円 ③3,000 円

　堺清陵RC ／①10 万円 ②32 万円 ③3,500 円

　堺中RC／①15 万円 ②34 万円 ③3,000 円

　堺ﾌｪﾆｯｸｽRC ／①5万円 ②30 万円 ③3,700 円

　堺フラワーRC／①5万円 ②24万円 ③1.000円

 春の全国交通安全運動街頭キャンペーンのご案内

　春の全国交通安全運動が 5 月 11 日(月)から 20

日(水)まで 10 日間行われます。当クラブでは、

下記要領の街頭キャンペンに参加し、交通安全

運動の広報啓発をしますので、堺東RC ブルゾン

を着用の上、皆様のご参加をお願いいたします。

　日時／5 月11日(月）17:00 ～ 18:00

　場所／中百舌鳥駅前北側ロータリー

地区から下記のとおりRYLA 研修セミナーのご案

内が届きましたので回覧にてご出欠を伺います。

　ロータリアンの皆様のご推薦による 12 歳から

30 歳までの研修生およびロータリアン、また

ロータリー家族の皆様にも、是非とも万障お繰

り合わせの上ご参加くださいますようお願い申

し上げます。

　日時／2015 年 5 月 30 日(土)～ 31 日(日)

　　　　　1 泊 2 日

　場所／恵光院 和歌山県伊都郡高野町高野山497

　　　　　TEL:0736-56-2514

RYLA  研修セミナー開催のご案内

●次回5 月 12 日例会終了後、定例理事会を開催

します。

●例会変更

堺フェニックスRC ／ 4 月 30 日(木)→休会

堺北RC ／ 5 月 1 日(水)→休会

堺東南RC ／5 月 21 日(木)→5 月 24 日(日)9：00

　～北野田駅前ロータリー花壇にて

●5 月 7 日(木）～8 日(金）事務局休みます。

会長の時間 小　寺　会長

●先週の合同例会、お疲れ様でございました。

その折にはNPO 法人エスペランサ馬場菊代理事

長が福岡よりお越し頂き、素晴らしい卓話をし

て頂きました。私も改めてNPO 法人エスペラン

サの支援の素晴らしさを実感させて頂き、里親

制度に入らせて頂きました。今後とも、当クラ

ブとしては、一生懸命にボランティア活動に参

加させて頂きたいと思っている次第でございます。

●去る4 月 19 日、陵東館長曽根に於いてボラン

ティアコンサートが開催され、故稲本会委員の

奥様にも出席頂きまして、本当に素晴らしいコ

ンサートでした。当クラブからも沢山の方に出

席頂きまして有難うございました。社会奉仕委

員会今野委員長、また陵東館長曽根の皆様、ど

うも有り難うございました。

●先日、堺11RC 連絡会に出席し、申し送り事項

の中に各クラブの入会金と会費、ビジター

フィーの資料が有りましたので、参考としてご

紹介します。各クラブ、いろいろ工夫されてい

るようです。

･･････････････････････････････････････････
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松永会員／上松瀬会員の卓話、楽しみです。

三重野会員／早退お詫び。

宮園会員／上松瀬会員、卓話、楽しみです。

中野会員／上松瀬会員の卓話、「あんたが大将で

　　しょうか」楽しみです。

沼田会員／上松瀬会員の卓話、楽しみにしてお

　　ります。

奥野会員／上松瀬会員の卓話、楽しみに拝聴さ

　　せて頂きます。

阪上会員／上松瀬（直前委会長）会長の卓話、　

　　楽しみに拝聴します。

咲山会員／上松瀬会員の卓話、楽しみです。

佐竹会員／上松瀬会員の卓話、楽しみにしており

　　ます。

芝山会員／上松瀬会員の卓話、楽しみです。戦

　　時下の話、聞かせてください。

篠田会員／上松瀬会員の卓話、楽しみにしてお

　　ります。

寺山会員／本日の上松瀬会員の卓話、楽しみです。

 累計　1,539,000  円

上松瀬　会員

「 松井石根 大将 」

卓　話

　昭和12 年 8 月、第2 次上海事変が起きた。上

海の難民区で30 万人のシナ人を保護していたフ

ランスのジャキノー神父は、東京日々新聞に次

のように語った。

「日本軍は人道上の誓約を守り通して、一発の砲

弾も打ち込まなかったため、抗日的態度をとる

ものもなかった。私の永い支那生活中、今度く

らい日本軍が正義の軍であることを痛感したこ

とはありません。食料があと二、三日分しかな

く心配していたところ、松井大将が一万円を寄贈

して下され、非常に感謝しているところです。

　この「松井大将」とは、この後の南京攻略の際

に、20 万人以上を組織的に虐殺した責任を問われ

東京裁判で死刑に処せられた上海派遣軍司令官・

松井石根（いわね）大将である。上海で神父に称

えられた人が、続く南京では「20 万人以上もの組

織的虐殺をした悪魔」となるなどという事があり

うるのだろうか。まさに歴史ミステリーである。

　松井石根は貧乏士族の六男で、12 歳の時に名古

屋から上京し、軍人養成のための全寮制学校、成

城学校に入った。その後、陸軍士官学校は2 番、

陸軍大学は首席で卒業した。

　参謀本部第二部長の時、張作霖爆死事件が起こ

り、松井はその犯人河本大作大佐を厳罰に処すべ

しと強く主張したが、当時台頭しつつあった革新

的青年将校の威勢の中で、処罰はうやむやのうち

に葬り去られた。

　松井は、軍紀にやかましい煙ったい親父として

青年将校から嫌われたが、この下克上の風潮はさ

らに悪化し、満洲事変の勃発時に、白昼陸軍省内

で永田軍務局長刺殺という前代未聞の不祥事を起

こした。松井大将は軍の長老として責任をとり、

自ら退役を願い出たのである。

　四十余年の陸軍在職中には、10 年以上も中国に

在任し、孫文や蒋介石など、多くの名士と親交を

結んだ。そして、軍事はもとより、政治、経済そ

の他あらゆる漢民族の文化を研究するにつれて、

中国愛好の念を深め、次第に日中の親善提携と、

アジアの復興を念願するようになった。

　特に孫文の唱えた日中提携による大アジア主義

に、松井は深く共鳴し、現役の時から「大亜細亜

協会」設立発起人の一人となり、退役とともに会

長となって、日中和平・提携を、日本国内、およ

び、中国で説いて回った。

　松井は孫文の第2、第3 革命を陰に陽に支援し、

孫文亡き後は、その遺志を継いで中国の統一と日

中提携を実現しうるものは蒋介石をおいて他にな

い、との認識から蒋を支援した。

　昭和2 年、蒋介石が北伐の途中大敗して、最大

の危機にあったとき、松井は蒋を日本に呼び、時

の田中義一首相に引き合わせた。この会談の結

果、日本は蒋の北伐を援助し、張作霖を満洲に引

き上げさせた。

　昭和11 年、支那事変の前年には反蒋介石の巨頭

胡漢民らと会談し、蒋介石の南京政府と提携して、

中国の統一を図るべきだと進言している。その足

で南京により、蒋介石と会談して、国父孫文の
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近隣クラブ例会変更

5月 16 日(土）堺ﾌﾗﾜｰRC【ｺﾝﾌｫｰﾄﾎﾃﾙ堺】11:00

5 月 21 日(木）堺東南RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

5月 23 日(土）堺ﾌﾗﾜｰRC【ｺﾝﾌｫｰﾄﾎﾃﾙ堺】11:00

5 月 26 日(火）堺泉ヶ丘RC【ｻﾝﾊﾟﾚｽ】18:30

「大アジア主義」の精神に帰ろうと呼びかけた。

　しかし、蒋は日中提携よりも、国共合作を選

び、昭和12 年 8 月 11 日には上海停戦協定に違

反して、約1 万 2 千名の偽装保安隊を軍備禁止

地域に送り込んだ。上海には当時、揚子江上流

から2 万 2 千名の日本人引揚者がいた。蒋介石

は70 万人の大軍を集結し、日本守備隊と居留民

を脅かした。

　その2 週間ほど前、通州において婦女子を含

む日本人居留民約2 百名が目をくりぬかれるな

ど残酷な強姦・虐殺事件があったばかりである。

8 月 23 日に在留邦人の生命財産を守るため、松

井を司令官とする上海派遣軍が送り込まれた。

　当時、すでに予備役にあった松井が、特に上

海派遣軍司令官に起用されたのは、時の杉山陸

軍大臣も明言しているように、年来日中親善に

尽力し、中国に知己も多いため、速かに事件を

局地的に解決し、戦闘を拡大しないという政府

方針の貫徹には、最もふさわしい人物であった

からである。

　松井は、自分のように、真に中国を理解し、

中国人を親愛する人間が出馬することが、今回

の派兵で、怨恨を残さず、かえって「雨降って

地固まる」を実現するのに好都合だと考えた。

そこで、部下各隊にその趣旨を徹底させるため

に、次のような訓示を行った。

一、上海附近の戦闘は専ら我れに挑戦する敵軍

　の裁定を旨とし、中国官民に対しては努めて

　之れを宣撫愛護すること。

二、列国居留民および軍隊に累を及ぽさざるこ

　とに注意し、列国官憲およびその軍隊と密に

　連絡し誤解なきを期すること。（原文）

約2ヶ月の攻防で、ようやく上海を占拠し、居

留民を保護しえた。この時の難民区の扱いは、

ジャッキーノ神父が感謝した通りである。

　南京を根拠とする中国軍は、再び、その付近

に大軍を集めつつあり、江南地方全体の治安を

維持するために、日本軍は南京攻略を決意した。

　松井は、南京攻略を全軍に伝えるに際し、「南

京は中国の首都である。これが攻略は世界的事

件であるゆえに、慎重に研究して日本の名誉を

一層発揮し、中国民衆の信頼を増すようにせよ。

特に敵軍といえども抗戦意思を失いたる者およ

び一般官民に対しては、寛容慈悲の態度を取り、

これを宣撫愛護せよ」と命じた。 　

　特に松井は南京郊外にある孫文の慰霊廟、中

山陵を戦火から守ることを厳命し、その保全に

成功した。

　12 月 9 日に、松井は平和理に南京開城を願っ

て、降伏勧告を行ったが、すでに蒋介石や他の将

軍達は南京を脱出していた。南京防衛を命ぜられ

た唐生智将軍も、降伏勧告を無視して、12 日、部

下と民衆を置去りにしたまま逃亡した。

　正規に降伏する機会も与えられず、見捨てられ

た将兵達は、パニックに陥って、城壁の前で大勢

が折り重なって圧死したり、数千人の便衣兵が市

民を殺してその衣服を奪い，難民区に紛れ込んだ。

　南京ではドイツ人ラーベを委員長とする民間人

有志による国際委員会が、安全地帯を設け、難民

区としていた。ラーベは、日本軍に対して、「貴軍

の砲兵隊が安全地帯を砲撃しなかった見事な遣り

方に感謝するため、我々は筆をとっております。」

と謝意を表明している。

　しかし、清野戦術と便衣兵とで疲弊していた日

本軍の一部に、「若干の暴行・略奪事件があった」

と憲兵隊から聞かされた松井は、必要以外の部隊

を城外に出させた。18 日、中国軍将兵をもあわせ

祀る慰霊祭を執り行い、「これが日中和平の基調で

あり、自分の奉ずる大アジア主義の精神である」

と声涙くだる訓示を行った。

　日本軍により治安が回復すると、民衆も続々と

南京に戻り始め、屋台も出るなど、市はもとの活

況を取り戻していった。12 月 24 日から、1 月 6 日

まで続いた住民登録では、5 万人の人口増加が記

録されている。

　上海戦から、南京占領ま

でに、日本軍の戦死は2 万

1,300、戦傷病者は5 万余

であった。松井大将は帰還

後、昭和14 年に日中戦没

者の血の沁みた土を取り寄

せ、これをもって熱海・伊豆山の寓居に興亜観音

を建立した。この事変を転機として、両民族が親

和し、今事変の犠牲者が東洋平和の礎石となる事

を願って、朝夕、読経三昧の生活を送っていた。

　昭和21 年、東京裁判が開かれ、松井大将はここ

から引き立てられ、聞いたこともない南京での

「20 万人以上の虐殺」の責任者として絞首刑に処

せられたのである。その思いはいかばかりであっ

たろうか。


